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621 13．4〔平　均〕 43．5　　　　37．51　　　　28．58　　　　17．80　　1　16．27　　　　　31．5
とくに石高の減少を補う役目を果したものに
「畠方二石五斗代」の改正がある。前出天保
12年の津田村の「年貢割付」の末尾の方に
　畠九石五斗壱升弐合　　　　　　弐つ取
　　　　　　弐石五斗代金二而可納
江戸米掛り・江戸大豆掛り・給人籾掛り・御
城米納掛り・炭付藍萱駄賃掛り・梯渋竹草箒
掛り・御物成井年賦返納稗敷菰掛りを廃止し
た。これらは今まで農民が負担していたもの
が免除された部分だが負担増加の部分もある。
120
畠四百拾八石三升七合
　　　　　　　　右同断
水戸藩天保の検地とその意義（大石）
五分取
とある。この部分がそれにあたるので2石5
斗を金1両と金に換算して金納していたのを，
この換算規準は現状にあわぬからというので
1石2斗5升を金1両にあらためたのである。
それまで100石分で40両納めていた畑租は．こ
の措置で80両と丁度倍になったわけである。
つぎに畑租ほどの作用はないが，それまでは
賦課されない村々もあったのに，それでは不
公平だというので領内全村に高100石につき
夫金2両，縄30房と，田高百石につき藁120束
を賦課することにした。但しこの高というの
は村高ではなく諸引を引き残ったあとの高で
ある。なおここに「年貢免状」をかかげた津
田村も，先記の元石川村もともにそれまでは
夫金・縄・藁を出していないので，不均衡を
是正するという美名のもとに新たな負担を強
いられた村々は意外に多かったのではなかろ
うか。
　ともあれ不均衡の是正，その結果としての
負担の公正化と年貢引上げおよび年貢徴収事
務の簡素化とが水戸藩天保検地の施行目的の
なかに潜んでいたことが，ここでも推測でき
るのである。
　従来は四壁引や農道のとりかたが不統一で
あったのを全藩同一のルールで処理するよう
になったこと，また夫金・縄・藁などの賦課
も，それを出す村と出さない村があったのも，
一律に規準にもとついて出すようになったな
ど，この検地では不均衡の是正に力をいれて
いるが，そもそも富農が隠田や実質の地力に
たいして評価（石付け）の著しく低い土地を
大量にもち，小農がその逆であるという状況
からくる不公正を正すというのが検地施行論
者の主張の重要な論点の一つであった。この
点は検地の結果どのようになったのであろう
か。
　県南の豪農で天保13年段階で130石余の大
地主であり，藩初以来牛堀・永山両村の兼帯
第13表　須田家持高変化表（牛堀・永山村分）
牛堀村分
永山村分
谷新田分
湖新田分
先高A
（天保10年）
当　　高
（天保13年）
石斗升合
22608
57281
4995
7750
石斗升合
25571
65042
14542
26383
増分B
石斗升合
2963
7761
9547
18633
旦×100
A
　％
13
14
191
240
121
計1　・・　6341・・5381389・4142
「天保十三年八月須田氏持高畠・寄帳」（須田家文書）による．
乾宏巳「水戸藩党争の一考察」「歴史学研究」232号．
庄屋をつとめ，また天保以降は潮来領大山守
となり，また検地時は郷役人に任ぜられた須
田家の持高を比較する表をかかげると第13表
のようになる33）。天保10年の持高と天保検地
の結果の持高を比較すると牛堀・永山分で約
42％の増加となっている。同家は天保11・12
年の間に少なくとも5反6畝5歩と1．231石
の土地を新たに集積しているので，42％とい
う数字は若干修正する必要があるが，ともか
く天保検地の結果，それ以前よりかなりの持
高が（実際は持高評価が）あがったのは事実
であろう。
　また水戸市域の元石川村の名主郡司家の場
合を見ると，天保検地の直前には11・733石で
あった持高が，検地の結果12．818石となって
いる。9．24％の増加である。
　藩全体の石高は洗記のように約25％検地の
結果減少しているなかにあって，須田家・郡
司家のような村落指導者層の持高は逆に増加
しているのであるから，たしかに村落の指導
的立場にある豪農層は，実質持高より公式持
高が少ないというそれまでの農政論者の主張
は正しく，それを正すという天保検地の主要
眼目の一つは満たされたというべきであろう。
　検地の結果「貧農は悦び富農は嘆いた34）」
という水戸藩天保検地にたいする公式評価は，
貧農が悦んだかどうかは疑問を残すとして，
富豪にある程度の打撃をあたえたことは事実
であろう。
26）
27）
28）
29）
30）
31）
32）
33）
世楽村「八文字家文書」
同前，寛永・天保両検地帳
勝田市「軍司家文書」
元石川村「郡司家文書」
世楽村「八文字家文書」
「水戸藩史料」別記巻7「弊風の革新」
元石川村「郡司家文書」
乾宏巳「水戸藩党争の一考察」（『歴史学研
　究」232号）
34）　「水戸藩史料」別記巻19
　この論文は『水戸市史』編さんに関連してお
こなった収集史料によるところ多大である。末
尾ながら史料所蔵の方々および水戸市史編さん
室の関係各位に感謝の意を表したい。
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